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わが
を
語
る

市
都
市
と
自
然
が
共
存
す
る
ま
ち

「
富
士
見
市
」

　

富
士
見
市
は
埼
玉
県
の
南
東
部
、
都

心
か
ら
30
㎞
圏
内
に
位
置
し
、
市
名
の

通
り
、
美
し
い
富
士
山
を
市
内
各
所
か

ら
は
る
か
に
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
内
北
東
部
に
は
荒
川
、
南
東
部
に

は
柳
瀬
川
が
流
れ
、
中
央
部
の
新
河
岸

川
を
挟
ん
で
、
西
側
に
は
良
好
な
市
街

地
が
整
備
さ
れ
、
東
側
に
は
広
大
な
田

園
地
帯
が
広
が
る
、
都
市
と
自
然
環
境

が
調
和
し
た
住
み
や
す
い
ま
ち
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
新
河
岸
川
を
活
用
し

た
船
運
の
要
所
と
し
て
栄
え
、
大
正
初

期
の
東
武
東
上
線
開
通
を
契
機
に
宅
地

化
が
進
み
、
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
人
口
が
増
加
し
、
住
宅
都
市
と

し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

活
気
と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

　

平
成
29
年
に
市
制
施
行
45
周
年
記
念

事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
た
、
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ「
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
全
国
の
自
治
体
と

し
て
初
め
て
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
の
共

催
と
い
う
形
で
実
現
し
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
の
ひ
と
り
が
小
学
生
時
代
に
本
市

に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、

「
地
元
の
皆
さ
ん
の
前
で
歌
い
た
い
」

と
い
う
一
言
を
き
っ
か
け
に
、
運
動
公

園
に
素
晴
ら
し
い
特
設
ス
テ
ー
ジ
が
設

営
さ
れ
、
２
日
間
で
約
４
万
人
も
の
皆

さ
ま
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
市
を
全
国
に
広
く
発

信
す
る
と
い
う
点
で
は
、
開
催
に
伴
う

Ｐ
Ｒ
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

新
た
な
富
士
見
ブ
ラ
ン
ド
の

創
造
と
発
信

　

平
成
４
年
に
市
制
施
行
20
周
年
を
記

念
し
て
作
ら
れ
た
純
米
吟
醸
酒「
縄
文

海
進
」
は
、
地
元
産
の
お
米
を
使
用
し

た
日
本
酒
と
し
て
市
民
の
間
で
も
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
縄
文
海
進
の
原

酒
に
地
元
産
の
青
梅
を
漬
け
込
ん
で
作

ら
れ
た
の
が
梅
酒
の「
梅う
め
れ
ん
か

恋
花
」で
す
。

ま
た
、
市
内
の
和
菓
子
店
が
梅
恋
花
の

青
梅
を
使
っ
た
和
菓
子「
梅
の
菓
」
を

作
り
出
す
な
ど
、
新
た
な
連
携
の
も
と

に
、
富
士
見
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
が
進
ん

で
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い

選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

富ふ

じ

み

士
見
市（
埼
玉
県
）�

 

富
士
見
市
長
　
星ほ

し

の野
光み

つ
ひ
ろ弘

1
富士見市内から望む富士山

市制施行４５周年記念事業として開催した「ももいろクロー
バー Z」コンサート

純米吟醸酒「縄文海進」（左上）梅酒「梅恋花」（右上）「梅
の菓」（手前）



市政 FEBRUARY 201825

未
来
を
担
う
子
ど
も
を 

は
ぐ
く
み
、
共
に
育
ち
合
う

ま
ち
づ
く
り

　

子
ど
も
た
ち
の
知
的
好
奇
心
を
は
ぐ

く
み
、
学
ぶ
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
、
地
域
の
大
学
や
市
民
団
体

な
ど
と
連
携
し
、
３
つ
の
子
ど
も
大
学

を
開
校
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
芸
術
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
や
各

分
野
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
普
段
の
学

校
で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
ロ
ン
ド
ン

五
輪
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
の
金
メ
ダ
リ
ス

ト
で
富
士
見
市
Ｐ

Ｒ
大
使
の
小
原
日

登
美
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
小
学
生

を
対
象
に
し
た

キ
ッ
ズ
レ
ス
リ
ン

グ
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
基
礎

的
な
体
力
づ
く
り

と
と
も
に
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
さ

れ
た
小
原
さ
ん
か

ら
、
勝
ち
負
け
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と

の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
す
。
こ
の
教
室

か
ら
将
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

よ
う
な
選
手
が
育
っ
て
く
れ
た
ら
と
て

も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

自
分
ら
し
く
希
望
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
と
子
育
て
す

る
親
た
ち
が「
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
未
来
応

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
で
は
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

至
る
ま
で
、
き
め
細
や
か
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、「
夢
つ
な
ぐ
富
士
見
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
＋（
プ
ラ
ス
）」と
し
て
、全
国

で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
も
い
ち
早
く
取
り
組
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
持
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
、
公
平
な
環
境
の
下
、
将
来
に

向
か
っ
て
力
強
く
歩
ん
で
い
け
る
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
こ

う
と
、「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
を
通
じ

て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
が
、「
あ
い

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
な
り
、
障
が
い
の
あ

る
方
に
温
か
く
接
し
、
障
が
い
の
あ
る

方
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
ち
ょ
っ
と
し

た
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

住
ん
で
よ
か
っ
た
と 

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、
本

市
で
は
人
口
が
引
き
続
き
微
増
傾
向
に

あ
り
、
間
も
な
く
、
11
万
１
０
０
０
人

に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
平
成

29
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
５
次
基

本
構
想
後
期
基
本
計
画
に
位
置
付
け

た
、
本
市
の
持
つ
魅
力
や
優
位
性
を
最

大
限
に
生
か
し
た
施
策
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
が「
富
士

見
市
に
住
ん
で
本
当
に
よ
か
っ
た
」と

心
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ロンドン五輪金メダリストの小原日登美氏による「キッズレスリング教室」

◆ 

面
積　
　

19
・
77
㎢

◆ 

人
口　
　

11
万
８
８
６
人

◆ 

世
帯
数　

５
万
５
４
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
ひ
と
と
ま
ち
が
キ
ラ
リ
と

か
が
や
く
市
民
文
化
交
流
都
市		

〜
人
と
人
と
の
絆
と
和　

地
域
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便

利
な
市
街
地
と
広
大
な
田
園
地
帯
が
広
が
る

自
然
豊
か
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
、
都
市
と
自

然
が
共
存
す
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
米
、
梨
、
苺
、
か
ぶ
、
ほ
う
れ

ん
草
、
ト
マ
ト
、
味
噌
、
純
米
吟
醸
酒
「
縄

文
海
進
」、梅
酒
「
梅
恋
花
」（
う
め
れ
ん
か
）

〔
観
光
〕
水
子
貝
塚
公
園
、
難
波
田
城
公
園
、

び
ん
沼
自
然
公
園
、
市
民
文
化
会
館
キ
ラ
リ

☆
ふ
じ
み
、せ
せ
ら
ぎ
菖
蒲
園
（
山
崎
公
園
）

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
東
大
久
保
菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
、

難
波
田
城
公
園
ま
つ
り
、
つ
る
せ
よ
さ
こ
い

祭
り
、
富
士
見
ふ
る
さ
と
祭
り
、
ふ
じ
み

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
富
士
見
市
新
春
縄
文
マ
ラ
ソ

ン
大
会

富士見市長

星野光弘

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

さいたま市
富士見市
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わが
を
語
る

市
和
歌
山
県
第
２
の
都
市 

「
田
辺
市
」

　

田
辺
市
は
、
紀
伊
半
島
の
南
西
部

で
、
和
歌
山
県
の
南
部
に
位
置
し
、
和

歌
山
県
全
体
の
約
22
％
を
占
め
、
近
畿

で
最
も
広
大
な
市
域
を
有
す
る
ま
ち
で

す
。
こ
の
広
大
な
市
域
の
う
ち
約
89
％

を
森
林
が
占
め
、
平
坦
地
は
９
％
と
少

な
く
、
海
岸
部
か
ら
す
ぐ
山
岳
地
帯
へ

移
行
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
状
況

で
、
海
岸
部
の
温
暖
多
雨
な
太
平
洋
気

候
か
ら
、
紀
伊
山
地
に
属
す
る
山
間
地

の
寒
暖
の
差
が
激
し
い
内
陸
型
の
気
候

ま
で
変
化
に
富
み
、
年
間
平
均
気
温
は

13
・
１
〜
17
・
１
℃
、
年
間
降
水
量
は

１
７
８
０
〜
２
８
６
０
㎜
、
年
間
日
照

時
間
は
１
３
４
３
〜
１
９
９
５
時
間

と
、
同
じ
市
内
で
も
大
き
く
地
域
差
が

見
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

本
市
は
、
古
く
か
ら
先
人
た
ち
の
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
県
南
部
の
政

治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄

え
、
今
日
で
は
高
速
道
路
を
核
と
す
る

道
路
交
通
網
を
は
じ
め
、
医
療
や
福
祉

の
分
野
に
お
い
て
も
多
く
の
都
市
的
基

盤
を
有
す
る
な
ど
、
県
下
第
２
の
都
市

と
し
て
、さ
ら
に
は
、紀
南
の
中
心
都
市

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
域
に
は
、
美
し
い
海
・
山
・

川
の
大
自
然
を
は
じ
め
、
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た「
熊
野
古
道
」や「
熊
野
本

宮
大
社
」に
代
表
さ
れ
る
歴
史
や
文
化
、

日
本
三
美
人
の
湯
と
し
て
知
ら
れ
る

「
龍
神
温
泉
」
や
日
本
最
古
の
湯
と
い

わ
れ
る「
湯
の
峰
温
泉
」
な
ど
の
温
泉

郷
、
温
暖
な
気
候
と
風
土
に
は
ぐ
く
ま

れ
た
特
産
物
、
中
で
も
、
養
分
に
乏
し

い
礫
質
斜
面
を
活
用
し
て
、
高
品
質
な

梅
を
持
続
的
に
生
産
し
て
き
た
当
地
域

独
特
の
農
業
シ
ス
テ
ム
が「
み
な
べ
・

田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」と
し
て
世
界
農

業
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
そ
こ
で
は
ぐ
く

ま
れ
た「
南
高
梅
」や「
備
長
炭
」な
ど
、

人
々
の
心
と
身
体
を
癒
や
す
豊
か
な
自

然
環
境
や
、
多
彩
で
魅
力
的
な
地
域
資

源
を
数
多
く
有
し
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
を
活
用
し
た 

ま
ち
づ
く
り

　

平
成
28
年
10
月
24
日
に
、
当
市
内
の

鬪と
う
け
い雞

神
社
と
４
古
道（
北
郡
越
・
長
尾

坂
・
潮
見
峠
越
・
赤
木
越
）の
５
カ
所
が

世
界
遺
産「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」に
追
加
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
鬪
雞
神
社
に
つ
い
て

は
、
中
心
市
街
地
に
あ
り
、
ま
た
、
そ

の
周
辺
地
域
を
対
象
と
し
て
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
国
土
交
通
省
の「
景
観
ま
ち
づ
く

り
刷
新
支
援
事
業
」
を
活
用
し
た
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

全
国
で
10
都
市
し
か
な
い
モ
デ
ル
地

区
の
１
つ
に
選
定
さ
れ
た
も
の
で
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
世
界
遺
産
追
加
登

録
を
契
機
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
が
加
速
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
景
観
の
優
れ
た
地
域

資
源
を
有
し
て
い
る
こ
と
や
、
外
国
人

観
光
客
を
呼
び
込
め
る
観
光
資
源
を
有

し
て
い
る
こ
と
が
要
件
で
、
建
築
物
の

外
観
修
景
な
ど
の
景
観
を
整
備
す
る
事

業
を
面
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
可
能

で
、
平
成
29
年
度
か
ら
３
年
間
で
目
に

見
え
る
形
で
ま
ち
の
景
観
を
刷
新
さ

せ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
景
観
ま
ち
づ

人
と
地
域
が
輝
き

未
来
へ
つ
な
が
る
ま
ち
田
辺

田た

な

べ辺
市（
和
歌
山
県
）�

 

田
辺
市
長
　
真ま

な

ご砂
充み

つ
と
し敏

2
世界遺産「熊野古道」高原からの眺望
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く
り
の
実
施
体
制
の
構
築
や
、
観
光
地

と
し
て
の
魅
力
向
上
な
ど
の
地
域
活
性

化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
本
市
の
玄
関

口
で
も
あ
る
Ｊ
Ｒ
紀
伊
田
辺
駅
の
駅
舎

お
よ
び
駅
前
商
店
街
の
外
観
修
景
整

備
、
外
国
人
旅
行
者
の
免
税
手
続
き
や

観
光
案
内
が
で
き
る
施
設
の
整
備
、
鬪

雞
神
社
周
辺
地
域
を
訪
れ
た
方
が
休
憩

で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
施
設
の
整

備
、
鬪
雞
神
社
に
縁
の
深
い
寺
院
で
あ

る
大
福
院
の
保
存
修
理
、
鬪
雞
神
社
参

道
か
ら
延
び
る
道
路
の
舗
装
美
装
化
な

ど
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
を

形
成
し
、
交
流
人
口
の
増
大
に
よ
る
地

域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新
支

援
事
業
の
関
連
事
業
と
し
て
、
本
市
の

偉
人
の
一
人
で
あ
る
合
気
道
の
創
始

者
、
植う
え
し
ば芝
盛も

り
へ
い平
翁
の
顕
彰
館
と
し
て
の

機
能
と
武
道
館
の
機
能
を
併
せ
持
つ
ス

ポ
ー
ツ
文
化
交
流
施
設
の
整
備
を
予
定

し
て
お
り
、
合
気
道
の
愛
好
者
が
国
内

だ
け
で
は
な
く
海
外
か
ら
も
訪
れ
、
な

お
一
層
交
流
人
口
の
増
大
に
寄
与
す
る

も
の
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
街
並
み
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、
事
業

終
了
後
も
引
き
続
き
世
界
遺
産
に
ふ
さ

わ
し
い
街
並
み
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
っ
て
維
持
お
よ
び
形
成
さ
れ
る
よ
う

誘
導
し
て
い
く
こ
と
で
、
本
市
の
魅
力

を
後
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

人
と
地
域
が
輝
き
、
未
来
へ

つ
な
が
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文

化
な
ど
人
々

の
心
と
体
を

癒
や
す
地
域

資
源
と
都
市

的
機
能
を
有

機
的
に
結
び

つ
け
、
ま
た

人
と
人
、
地

域
と
地
域
、

産
業
と
暮
ら

し
の
つ
な
が
り
を
深
め
な
が
ら
、
紀
南

地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
の
発
展
を
図

り
、
存
在
感
の
あ
る「
新
地
方
都
市
」

を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
一
人
一
人
が
豊
か
な
自
然
や

歴
史
、
文
化
、
そ
し
て
そ
の
中
で
は
ぐ

く
ま
れ
て
き
た
田
辺
ら
し
さ
を
大
切
に

し
つ
つ
、
一
人
一
人
の
活
動
を
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
、
未
来
へ
と
つ
な
が

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

田辺扇ヶ浜海水浴場

日本三美人の湯“龍神温泉”

◆ 

面
積　
　

１
０
２
６
・
91
㎢

◆ 

人
口　
　

７
万
５
４
９
１
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
５
４
６
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
と
地
域
が
輝
き
、
未
来

へ
つ
な
が
る
ま
ち
田
辺

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
美
し
い
大
自
然
を
は
じ
め

歴
史
や
文
化
、
温
泉
郷
、
そ
し
て
海
山
の
幸

な
ど
、
魅
力
的
な
地
域
資
源
を
数
多
く
有
す

る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
梅
、
み
か
ん
、
紀
州
備
長
炭

〔
観
光
〕
田
辺
扇
ヶ
浜
海
水
浴
場
、
世
界
遺

産
で
あ
る
鬪
雞
神
社
や
熊
野
本
宮
大
社
を
含

む
熊
野
古
道
、
日
本
三
美
人
の
湯
「
龍
神
温

泉
」・
日
本
最
古
の
湯
「
湯
の
峰
温
泉
」
な

ど
の
温
泉
郷

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
紀
州
石
神
田
辺
梅
林
（
２
月
）、

熊
野
本
宮
大
社
例
大
祭（
４
月
）、田
辺
祭（
７

月
）、
弁
慶
ま
つ
り
（
10
月
）、
田
辺
・
弁
慶

映
画
祭
（
11
月
）

田辺市長

真砂充敏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

和歌山市

田辺市
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わが
を
語
る

市
自
然
豊
か
な
山
陰
の
商
都　

暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
！

　

米
子
市
は
、
鳥
取
県
の
西
部
、
山
陰

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
南
東
に
中
国

地
方
最
高
峰
の
大だ
い
せ
ん山

、
北
に
日
本
海
、

西
に
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
渡
来
南
限
地
で
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
の
中
海
を
有
す

る
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ま

ち
で
す
。

　

ま
た
、
道
路
、
鉄
道
、
空
港
な
ど
の

利
便
性
も
高
く
、
古
く
か
ら
地
域
の
交

通
結
節
点
・
宿
泊
拠
点
、
人
の
行
き
来

が
盛
ん
な「
山
陰
の
商
都
」
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
米
子
市

民
は
明
る
く
開
放
的
で
、
外
か
ら
の
移

住
者
を
快
く
受
け
入
れ
る
気
質
が
あ
り

ま
す
。

　

日
本
海
に
面
し
て「
海
に
湯
が
湧
く
」

皆か
い
け生
温
泉
は
、「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
日

本
発
祥
の
地
」
で
あ
り
、
昭
和
56
年
か

ら
毎
年
開
催
し
て
い
る「
全
日
本
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会
」に
は
全
国
か

ら
鉄
人
が
集
結
し
、
過
酷
な
熱
い
レ
ー

ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
に
と
っ
て
も
、
春
夏
秋
冬
を
通

じ
て
海
水
浴
、
登
山
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

ス
キ
ー
な
ど
日
常
生
活
の
中
で
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
め
る
環
境
が
整
っ
て
い

ま
す
。
日
本
海
に
面
し
た
弓
ヶ
浜
海
岸

は「
キ
ス
釣
り
の
聖
地
」
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
毎
年
7
月
に
は
投
げ
釣
り

の
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る
ほ
ど
で

す
。
ま
た
皆
生
温
泉
に
近
接
し
て
、
潮

風
と
青
松
に
包
ま
れ
た
シ
ー
サ
イ
ド

コ
ー
ス「
米
子
ゴ
ル
フ
場
」
が
あ
り
、

気
軽
に
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

レ
ジ
ャ
ー
の
ほ
か
に
も
、
米
子
城
跡

や
飛
鳥
時
代
後
期
の
遺
跡
上か
み
よ
ど
は
い
じ

淀
廃
寺

跡
、
彫
刻
ロ
ー
ド
が
あ
り
、
日
常
風
景

の
中
で
歴
史
、
文
化
、
芸
術
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
山
山
麓
の
地
下
水
を
原
水
と
す
る

水
道
水
は
、
ブ
ナ
原
生
林
の
豊
か
な
土

壌
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
ミ
ネ
ラ
ル
を
適
度

に
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
し
た「
よ
な
ご
の
水
」
は
、
ま
ろ

や
か
で
の
ど
ご
し
が
よ
く
、
水
の
専
門

家
に「
激
ウ
マ
」と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
特
色
と
し
て
、
鳥
取
大
学
医

学
部
附
属
病
院
を
は
じ
め
医
療
機
関
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
高

齢
者
に
も
子
育
て
世
帯
に
も
優
し
い
環

境
で
す
。
企
業
、
商
店
等
が
集
積
す
る

市
街
地
と
住
宅
地
や
農
地
が
あ
る
郊
外

な
ど
、
同
じ
市
内
で
も
地
域
に
よ
り
特

徴
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
う
ま
く
融
合
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
本
市
の
良
い
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
は「
暮
ら
し
や
す
さ
日

本
一
！
」と
の
評
価（
経
済
産
業
省 

生

活
コ
ス
ト「
見
え
る
化
」シ
ス
テ
ム
に
よ

る
評
価
）を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

水
・
ま
ち
・
自
然
　

エ
ン
ジ
ョ
イ
！ 

よ
な
ご

米よ

な

ご子
市（
鳥
取
県
）�

 

米
子
市
長
　
伊い

ぎ木
隆た

か

し司

3
長くて過酷な熱いレース「全日本トライアスロン皆生大会」

海を臨む天空の城 国指定史跡「米子城跡」
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に
ぎ
わ
い
あ
る 

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

わ
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
社
会
の
到
来
と
い
う
歴
史
的
な
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で

も
、
自
然
豊
か
な
環
境
や
暮
ら
し
や
す

さ
な
ど
本
市
が
持
つ
魅
力
を
生
か
し
な

が
ら
、
ま
ち
な
か
も
郊
外
も
す
べ
て
の

地
域
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
が
持
つ
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
開
花
さ
せ
、
市
全

体
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
盛
り
上
が
っ

て
い
く
よ
う
な
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

米
子
駅
に
お
い
て
、
北
側
と
南
側
を
つ

な
ぐ
米
子
駅
南
北
自
由
通
路
等
整
備
事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
34
年
度

に
完
成
予
定
で
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、

民
間
投
資
の
可
能
性
を
引
き
出
し
て
駅

周
辺
の
活
性
化
を
図
り
、
ま
た
、
ま
ち

な
か
の
公
共
交
通
を
さ
ら
に
便
利
に

し
、
郊
外
か
ら
ま
ち
な
か
に
人
が
集
ま

る
仕
掛
け
を
つ
く
り
、
さ
ら
な
る
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
生
温
泉
の
観
光
振
興
で
は
、
日
本

海
に
面
し
た
開
放
的
な
風
情
あ
る
温
泉

地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、
面
と
し
て

楽
し
め
る
温
泉
地
、
選
ば
れ
る
温
泉
地

を
目
指
し
、
町
並
み
の
整
備
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
生
温
泉
に
あ
る

米
子
市
観
光
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を

図
り
、
エ
コ
・
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ア
ー
デ
ス

ク
設
置
や
郷
土
芸
能
公
演
の
支
援
な
ど

も
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
交
流
人

口
の
拡
大
と
宿
泊
客
の
増
加
を
図
り
、

皆
生
温
泉
を
さ
ら
に
活
気
あ
る
観
光
地

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
、
出
雲
国
風
土
記
に
記
さ

れ
た
日
本
最
古
の
神
山
で
あ
る
大
山
が

開
山
１
３
０
０
年
の
節
目
の
年
を
迎
え

ま
す
。
官
民
一
体
と
な
っ
て
伯
耆
国

「
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
」
を
開
催

し
、
大
山
の
歴
史
、
文
化
、
食
な
ど
多

様
な
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
魅

力
を
内
外
に
向
け
て
発
信
、
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
ぜ

ひ
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
大
山
は
も

と
よ
り
本
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

心
豊
か
に
〜
住
ん
で
楽
し
い

ま
ち
づ
く
り
〜

　

私
は
、
平
成
29
年
４
月
に
市
長
に
初

当
選
し
ま
し
た
。「
住
ん
で
楽
し
い
ま

ち
づ
く
り
」が
私
の
市
政
運
営
の
理
念

で
す
が
、「
一
度
き
り
の
人
生
を
楽
し

む
」と
い
う
の
は
私
の
人
生
観
で
も
あ

り
ま
す
。「
い
か
に
経
済
的
に
豊
か
に

な
る
か
」が
20
世
紀
の
日
本
の
目
標
な

ら
ば
、
21
世
紀
の
日
本
で
は
、「
い
か
に

心
豊
か
に
生
活
を
楽
し
め
る
か
」を
目

標
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

自
然
豊
か
な
こ
の
米
子
の
ま
ち
は
、

可
能
性
の
宝
庫
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性

を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
、
私
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
胸
に
刻
み
、

日
々
職
務
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

“海に湯が湧く”皆生温泉

米子市長

伊木隆司

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

鳥取市米子市

◆ 

面
積　
　

１
３
２
・
42
㎢

◆ 

人
口　
　

14
万
８
９
２
９
人

◆ 

世
帯
数　

６
万
６
３
１
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
住
ん
で
楽
し
い
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
日
本
海
、
中
海
、
大
山
に

囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
山
陰
の
商
都

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
３
月
31
日
「
米

子
市
」「
淀
江
町
」
に
よ
る
新
設
合
併

〔
特
産
品
〕
白
ね
ぎ
、
梨
、
柿
、
甘
藷
、
に

ん
じ
ん
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ど
ん
ぐ
り
製
品
、

弓
浜
絣
、
和
傘
、
清
酒
稲
田
姫
、
大
山
ハ
ム
、

大
山
ど
り
、
ど
ら
焼
き

〔
観
光
〕
皆
生
温
泉
、
米
子
城
跡
、
旧
加
茂

川
沿
い
下
町
周
辺
、
米
子
水
鳥
公
園
、
米
子

市
立
山
陰
歴
史
館
、
上
淀
廃
寺
跡
、
天
の
真

名
井

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
米
子
つ
つ
じ
ま
つ
り
、
皆
生
・

大
山S

E
A

 TO
 S

U
M

M
IT

、
全
日
本
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会
、
米
子
が
い
な
祭


